仕　様　書　②
1 品目

全身麻酔装置　ファビウスＭＲＩ
2 購入目的

MRI（磁気共鳴画像診断）装置の普及に伴い、MRI検査中に麻酔管理が必要になるケースが増加している。正しい検査を行うため、小児を鎮静しておく必要や、術中に検査を必要とするケースも増えている。MRI環境内で患者の安全を確保する為の正確な呼吸管理を可能とするベンチレータ、安全な状態を確保可能なモニタリング機能などを有する麻酔器が重要となっている。さらに大気汚染の原因となる麻酔ガス(揮発性吸入麻酔薬、亜酸化窒素)の使用を必要最小限に抑え、かつ麻酔薬使用量を抑制可能な低流量麻酔を、安全に行えることも重要である。

患者を確実に換気し、不意のガス及び電源遮断時にも安全に対応するMRI環境対応全身麻酔システムを用いる事により患者の安全性をより確保できる。

3 基本構成

1） 麻酔器本体

2） ベンチレータ

3） 患者システム

4） 気化器

5） 予備用ガスボンベホルダー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 機器仕様

 4-1 麻酔器本体

（1） 酸素、笑気、空気の３ガス方式であること。
（2） ガス中央配管圧力をアナログメーターで表示する機能を有すること。
（3） 最低酸素濃度維持機構を有すること。
（4） 流量計はデジタルフローメータとアナログフローメータの両方を装備していること。
（5） 電源及び補助バッテリー遮断時にも手動換気、フレッシュガス供給、麻酔ガス供給が可能であること。
（6） 酸素･笑気及び麻酔薬節減の為、低流量・極低流量麻酔が可能であること。
（7） 高さ1400mm以下、幅800mm以内で場所を取らないこと。
（8） 停電に備え、バックアップバッテリー45分以上を標準装備すること。
（9） 気道内圧波形、mean 、peak 、PEEP、呼吸回数、一回換気量、分時換気量　　　　　　吸気酸素濃度データを表示することができること。
（10） 鼻用酸素流量計を有すること。
（11） 気道内圧値をデジタル表示する機能を有すること。
（12） 1.5テスラ、３テスラのMRI装置と共に使用できること。
（13） テスラメータを内蔵し、MRI装置との安全距離限界を確認できる機能を有すること。
（14） MRI装置との安全距離限界は40ミリテスラ以下であること。
4-2 ベンチレータ

（1） 電気駆動であること。
（2） ピストンシリンダー方式であること。
（3） 換気モードは手動換気／自発呼吸、VC、PC、PS、SIMV/PSを備えていること。
（4） 換気モードの切り替え動作は２ステップ以下であること。
（5） 新生児や小児使用時、ベローズやセンサの交換が必要無いこと。
（6） 換気回数は４～60回/minの範囲で設定できること。
（7） IE比は1:4～4:1の範囲で設定できること。
（8） PEEP機能を標準装備し０～20cmH2Oの範囲で設定できること。
（9） 従量式換気時、新生児から成人まで使用できるよう、一回換気量は20～1400mlの範囲で設定できること。
（10） 従量式換気時、吸気ポーズ比は０～50%の範囲で設定できること。
（11） 従量式換気時、気道内圧の上昇を防ぐためプレッシャーリミット機能を有し　　　　　15～70cm/H2Oの範囲で設定できること。
（12） 従圧式換気時、最大吸気圧は５～65cm H2Oの範囲で設定できること。
（13） 従圧式換気時、吸気流速は10～75L/minの範囲で細かく設定できること。
（14） 従量式換気から従圧式換気への切り替え時に容易に換気量を確保するため　　　　　従量式換気時のプラトー圧が自動的に従圧式の上限圧となる機能を有すること。
（15） 自動コンプライアンステストを有し、コンプライアンス値を表示する機能を有すること。
（16） 正確なコンプライアンス補正機能を有すること。
（17） フレッシュガス流量の変化が換気量に影響しない換気量補正機能を有すること。
（18） 自動リークテストを有し、リーク量を表示する機能を有すること。
（19） ベローズの自重による PEEPのかからない構造であること。
（20） ガス供給がなくても大気で患者を換気できる機能を有すること。
（21） ガス供給遮断時に補助ボンベ内ガスは患者のみに使用されること。
（22） 患者の呼気ガスが接触する部分は全て滅菌にかけられること。 

4-3 患者システム

（1） 麻酔器本体から着脱可能で清掃が容易であること。
（2） 換気量はホットワイヤー方式で正確に測定できること。
（3） カニスターは1.2L以上あること。
（4） 低流量麻酔に対応できるよう、回路内容量は2.5L以下であること。
（5） 麻酔ガスモニタのサンプルガスを呼吸回路に戻す機構を有すること。
（6） 呼吸回路の滅菌が全て可能で分解、組立てが容易であること。
 4-4 気化器

（1） ソリッドメタル方式による内部自動温度補正機能を有すること。
（2） 低流量領域において精度が高く濃度が安定していること。
（3） 定期交換部品の無いこと。
（4） 薬液容量は360ml以上であること。
（5） 薬液濃度設定はセボフルレン８%以上、イソフルレン６%以上を有すること。 

（6） 不具合発生時には気化器のみ交換可能で、本体はそのまま動作可能であること。
 4-5 予備用ガスボンベホルダー


（１）　酸素ボンベが麻酔器背面に搭載可能であること。
